
（様式１）

評価対象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 外部アンケート 改　善　策 自己評価 外部アンケート 改　善　策
１　学系別くくり募集を導
入し、生徒のニーズに対
応した教育を実践してい
ますか。

①　自分の学校が好きだと感じている生徒が
８０％以上である。

希望するコースに進めるよう、入学時からアンケートや個人面談等
を実施し、きめ細かい指導を繰り返し行うことにより目標をしっかり
定めて学校生活が送れるようにします。 A B

　自分の学校が好きだと感じている生徒が75.9％であり、具
体的数値目標の80％に達していない。その理由として「学
校全体の雰囲気が合わない」との理由が多い。引き続き、
生徒が生き生きとした学校生活が送れるよう取り組んでい
きます。

B B

　第2回生徒アンケート結果で、自分の学校が好きだと答えて
いる生徒が74.2％であり、具体的数値項目の80%を下回りまし
た。部活動などで3年生が引退して、2年生が中心となったこと
で不安が生じている可能性があり、成果や結果は焦らずに、生
徒個人の成長を促していきます。

②　学系、コースの教育活動 （ボランティア
活動や郊外清掃活動などの奉仕作業を含
む） に対して、主体的に取り組めたと自己評
価する生徒が８０％以上である。

地域社会の行事に積極的に参加させ、地域とかかわることによ
り、課題を見つけ出させ、解決方法を考えさせ、解決に結びつけま
す。 A B

　1年生では「はい」と答えた生徒は75.0%、２年生では
77.4%、３年生は77.8%が「はい」と答えている。学校生活を送
り学年が上がるにつれて、学校行事やコース別学習が充実
し、主体的に取り組む生徒が増えていくようです。ただ、具
体的数値項目の80％に足りず、検討していく必要がありま
す。

B B

　第2回目の生徒アンケート結果では「はい」と答えた生徒が
77.8%であり第1回目を上回りました。引き続き地域ボランティア
活動を積極的に取り組んでいき、具体的数値項目の80%を上
回るよう取り組んでいきます。

③　生徒が学習や研究の成果を発表できる
機会を年１回以上設定し、それらの活動に積
極的に取り組みたいと思う生徒が８0％以上
である。

学習成果発表会を全校で実施し、かつ、校外の発表会などにも積
極的に参加させ、生徒のプレゼンテーション能力やコミュニケー
ション能力を高めるよう支援します。 A A

　学習成果発表会では、日ごろの学習活動を立派に発表する
生徒が多く見られました。これからも、日常的に生徒自身が学
習を振り返り、発表する機会を積極的に取り入れていきます。

３　主体的な進路選択を
実施するために、進路セミ
ナーや職場見学を積極的
に取り入れていますか。

④　進路セミナーや企業又は上級学校の見
学を実施し、進路意識が高まったと感じる生
徒が８０％以上である。

企業見学や学校見学を有効なものとするために、見学のための事
前指導を行い、見学のポイントやワークシートなどを提供します。
また、外部講師による進路セミナー等を実施し、進路意識の高揚
を図ります。

A A

　進路意識が高まったと答える生徒が全校で89.3％（３年生
92.4％、２年生90.4％、１年生84.7％）であり、進路意識の向
上が図られています。また、進路行事などで配布する資料
も役立っていると答える生徒が85.9％であり、今後も１～３
年生の各段階で進路意識が高まるような進路ガイダンス等
の計画を体系的に計画します。

A A

　外部講師などによる進路セミナーは生徒の進路意識向上及
び進路選択に効果を上げています。今後も入学後の1年生の
段階から、進路決定する３年生の各段階まで、体系的な計画
立案を行います。
また、キャリアパスポート、進路ファイル等の充実や大学入学
共通テストなどの情報提供を図ります。

４  地元企業や地域と連
携し学校外実習や体験学
習を積極的に実施してい
ますか。

⑤　利根実版デュアルシステムや、長期就業
体験、小中学校との交流活動・出前授業など
に満足感を持つ生徒が８０％以上である。

地域との連携を図り企業実習や農家実習を行います。また、地域
の幼小中学校や特別支援学校等と交流を深め、徳育教育への取
り組みや言語活動を意図的・計画的に取り入れていきます。 Ａ Ａ

　地域交流は定着化して、充実した活動となっています。
ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑの内容も個々に合わせた適切な実習となって
います。また、長期現場実習や幼・少・中学校等との交流や
出前授業も計画的に実施されており、今後も継続して取り
組んでいきます。

A A

　生徒のアンケート結果では１学期実施のデュアルシステム
は、91.7％が役立っていると感じており、２学期の実施後も
84.9％と高く評価されています。幼小中学校との交流活動・出
前授業も計画通り実施され、生徒の経験が高められています。
今後も充実した地域貢献活動を進めて参ります。

⑥　授業が理解でき、学習に対する満足感・
達成感を持つ生徒が８０％以上である。

多くの普通科目において、習熟度別学習、少人数学習、選択学習
を導入し、生徒一人ひとりに指導の手が入りやすい授業を行いま
す。また、授業展開で生徒が自己有用感や自己肯定感を感じる場
面を多く設定します。

A A

　協働的な学習やＩＣＴを活用した分かりやすい授業づくりに
取り組んでいます。引き続き生徒が授業で学ぶ喜びを感じ
られるようにきめ細かい指導を続けます。 A A

　アクティブラーニングとICT活用について職員研修を重ね、授
業改善に取り組む中で、授業に楽しそうに取り組む生徒が多く
見られます。引き続き、生徒が主体的に学ぶ授業づくりの研修
に取り組みます。

⑦　日頃より、予習や復習に取り組む生徒が
５０％以上である。

学び直し学習や、学期ごとの基礎学力テストなどの企画・設定など
により、日頃から学習する習慣や態度を養います。 A A

　将来進路実現するためには必ず試験があることを認識さ
せ、家庭学習の課題を工夫するなど、授業時間以外での学
習習慣の定着を呼びかけていきます。

B B
　基礎学力の向上や家庭学習習慣の定着をめざすとともに、
家庭での手伝いや校外での体験を、生徒自身が学びとして受
け止め成長できるような指導を心がけます。

６　資格取得に積極的に
取り組んでいますか。

⑧　各種検定や、資格取得に取り組む生徒
が全校生徒の８０％以上である。

検定や資格取得への関心意欲を高め、必須で検定に取り組んだ
り、積極的に受検者を募集し、計画的に補習や補講を行って合格
への支援を行います。

A B
　進路実現という遠く大きな目標の達成のためには、検定
や資格取得といった近く小さな目標を達成する必要性を認
識させるとともに、更に指導体制を充実させます。

A B
　第1･2回生徒アンケート結果とも、資格取得に積極的な生徒
は60%台であり、目標の80%を下回った。資格取得や検定に挑
戦させ、自己肯定感の育成を図っていきます。

⑨　問題行動で指導される生徒が前年度比
の５０％以下である。

週１回の学年会議、月１回の生徒指導会議を開催し、生徒の情報
を共有し職員の共通理解を図ったうえで、一人ひとりの生徒に対
応した段階的な指導を実施します。頭髪・服装指導は学年団を中
心に徹底指導します。また、挨拶・身だしなみ・遅刻指導を中心に
毎朝校門指導を実施し、改善が必要な生徒にはその場で指導し
ます｡

B B

　問題行動で指導される生徒は減少傾向にあります。今後
も積極的生徒指導を意識した未然防止策を検討し、実施し
ます。

Ｂ Ｂ

　多くの先生方の協力により、問題行動は昨年度同様となり、
生徒は落ち着いた状況であります。今年度も学年主任と生徒
指導主事の会議を実施し、情報を共有しながら生徒指導に取
り組むことができました。今後も全職員が共通理解のもと生徒
指導を進めていきます。

⑩　不登校や転学者、退学者が前年比の
５０％以下である。

学習活動や学校行事、部活動等の一層の活性化を図り、生徒が
自己有用感や自己肯定感を感じる場面をより多く設定します。ま
た、特別支援及び教育相談係の会議を定例化し生徒の情報を共
有するとともに、特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰやｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰを中心に問
題を抱えた生徒を支援する体制を強化します。

B B

　不登校や転学者、退学者は増加しました。今後も積極的
生徒指導を意識した未然防止策を検討し、実施します。

B B

　スクールカウンセラーのきめきめ細かい支援により、特別支
援教育や教育相談は確実に実施されています。不登校・中途
退学者が増えたことから、今後も情報交換を大切に早期対応
を徹底します。

８　学校はいじめの防止
や早期発見に向けた取組
みを積極的に行っていま
すか。

⑪ 学校は、いじめの防止や早期発見に向け
た取り組みを積極的に行っていると認識して
いる生徒が８０％以上である。

面談や学校生活に関するアンケートから、いじめの早期発見に向
けて組織的に取組みます。

Ａ Ａ

　三者面談・二者面談をとおして早めに情報を集め早期発
見・早期解決に努めます。

Ａ Ａ

　今後も日常の生徒観察や年３回実施される生活アンケート結
果、職員間の連携を密に行い情報を集め、早期発見・早期解
決につとめ、解消率１００％を目指します。

９　生徒は規則正しい学
校生活を送っていますか｡

⑫　１カ年皆勤者が生徒数の４０％以上であ
る。

家庭との連携を密にし、基本的生活習慣の確立を図ることで欠
席、遅刻、早退を減少させます。 Ａ Ａ

　基本的生活習慣の確立を図ることで欠席、遅刻、早退を
未然防止に力を入れます。 Ｂ Ａ

　学校生活５か条の実施状況を確認するために、アンケートの
質問事項に加えた結果、多くの生徒が実践していることが分か
りました。今後もさらに基本的生活習慣を確立します。

10　生徒の健康状態に対
する適切な指導を行って
いますか。

⑬  治療勧告を受けた生徒のうち、早期に専
門医による治療や検査を受ける生徒が５０％
以上である。

各種検診の終了後、速やかに保護者あてに受診のすすめを配布
し、生徒の受診を促します。 B B

　検診後に、検査や治療を行った生徒が8月末までで40％
程度であった。定期的な受診勧告の通知や個別指導の実
施などきめ細かな指導を続けていきます。

A A
　検査や治療を行った生徒が全校で５１％であった。定期的な
受診勧告・個別指導を継続して実施します。

11　充実した部活動が行
われていますか。

⑭  部活動に加入している生徒が８０％以上
で、その活動に満足している生徒が８０％以
上である。

掲示板の設置等で部員の増加に努め､週１回｢部活動の日｣を設
け、職員が部活指導しやすい体制づくりに努めます｡ Ａ B

　対外試合や校外発表などの機会を増やし、目標を持たせ
ることで、生徒のやる気を奮起させます。 A A

　より多くの部活動を活性化させ、前向きな生徒を増やし、学
校全体の明るい雰囲気作りにつなげます。

⑮　進路実現に向けて積極的に取り組んで
いる生徒が８０％以上である。

総合的な探究の時間やＨＲ活動を通じ、「自己の在り方・生き方」
と「将来の職業」との関連を幅広く考えさせる機会を設定し進路に
対する意識の高揚を図ります。また、企業等職業人などの外部講
師による進路ガイダンスを開き、進路実現に向けての心構えを育
成します。

A A

　進路実現に向けて積極的に取り組んでいる生徒は全校で
83.9％（３年生は93.0％）です。
進路実現のサポートとしては、外部講師による進路ガイダ
ンスを計画・実施しています。また市民講師セミナーなどを
開催し、地域の方の教育力を有効活用して行きます。

A A

　外部講師によるワークショップ型セミナーや校内の進路状況
などの説明会などを今後も継続して行い、個々の生徒の進路
希望に応じた具体的なサポートを行います。

⑯  就職希望者の９０％以上が年末までに採
用内定する。進学希望者については、十分
な学校研究を行わせ、出願した大学等に全
員合格する。

５月に教職員による企業等訪問を実施し情報を収集します。大学・
看護系進学希望者には進学対策の補講を実施します。

A A

　職員による企業訪問を継続し、情報収集及び情報発信を今
後も継続して行います。
公務員や医療系、大学進学を希望する生徒への早期情報提
供を行い、外部模試や対策セミナー等の活用を図ります。

⑰  学校からの進路に関する配布物に目を
通している保護者が８０％以上である。

保護者会などで適切な資料を配付します。また、進路に関して関
心のあることをアンケートで調査して提供資料に反映させます。

B B

　ＰＴＡ総会や保護者会で進路状況等の報告をおこなってい
ます。また、２学年の保護者会でアンケート実施します。進
路に関する配布物に目を通している保護者の割合が全校
で８２．７％であり、オクレンジャーなどでも配布通知をして
行きます。

B B

　進路の手引きの全校配布や保護者向け進路冊子の配布、進
路だよりの発行を通じ、進路情報の発信を継続していきます。
進路に関する配布物に目を通している割合が全校で７９．５％
であり、保護者アンケートで質問のあった事項については、進
路だより等を通じて回答をおこなっています。

⑱  進路の手引きや進路だよりの情報に、生
徒・保護者の８０％以上が満足している。

就職や進学の最新の状況、学校での進路行事の様子などを進路
だよりとして提供します。 B B

　進路だよりを発行すると共に学校Ｗｅｂページへの掲載な
どを行い、進路情報の発信を行います。 B B

　進路指導部から配布される資料について、役立っているとい
う生徒が８３．６％である。今後も３年生の進路活動体験などを
掲載し、進路に関する関心を高めます。

14  家庭、地域社会に積
極的に情報発信をしてい
ますか。

⑲　学校行事（ＰＴＡ総会、学年別保護者会、
学習成果発表会、学校公開）に積極的に参
加する保護者が６０％以上である。

ＰＴＡ総会や学校公開などの学校行事を休日に実施するなど、保
護者が参加しやすい環境を整えます。

A A

　保護者の参加率は95.5％と目標は超えていますが、今後
も広報を充実させて参加率の向上を図ります。また、保護
者が参加して良かったと感じられるように、魅力ある内容を
計画します。

A A

　第2回保護者アンケート結果でも目標を超えました。引き続
き、保護者が参加しやすいよう計画していきます。

15　家庭、地域社会に貢
献できる活動をしています
か。

⑳　学校の施設開放や、地域ボランティア活
動に、生徒・保護者の８０％以上が満足して
いる。

ﾌｧｰﾑﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ・地域ボランティア活動・地域交流・もの作り貢献
などコースの特徴を考えた活動を実施します。 Ａ Ａ

　個々に応じた活動を教師の指導・助言のもと、積極的に
参加できる雰囲気づくりを展開します。

A A

　保護者のアンケート結果においては、最終的に94.4％という
数値を示しています。この数値は、ほとんどの保護者が満足し
ている事を示しています。さらに改善し地域貢献活動による教
育活動の向上を図ります｡

 群　馬　県　立　利　根　実　業　高　等　学　校　　　学　校　評　価　一　覧　表　① 　  (平成３１年度（令和元年度）版）

Ⅲ  生徒の
充実した学
校生活につ
いて適切な
指導をしてい
ますか。

第１回 点検・評価羅　　　　針　　　　盤
方　　　　策

７　組織的・継続的な生徒
指導を行っていますか。

Ⅳ  生徒の
主体的な進
路選択につ
いて適切な
指導をしてい
ますか。

12　３カ年を通して系統的
で計画的な指導を行い、
生徒の希望に則した進路
実現が出来ましたか。

13　適切な進路情報を提
供していますか。

Ⅴ　開かれ
た学校づくり
に努めてい
ますか。

第２回 点検・評価

Ⅰ  特色ある
学校づくりに
努めていま
すか。

２　生徒の主体的な学び
を引き出す特色ある教育
活動を行っていますか。

Ⅱ  生徒の
意欲的な学
習活動につ
いて適切な
指導をしてい
ますか。

５　基礎・基本の定着を図
る指導が充実しています
か。



   群　馬　県　立　利　根　実　業　高　等　学　校　　学　校　評　価　一　覧　表　② 　　（平成３１年度（令和元年度）版） 　　　
（様式２）

評価対象 評 価 項 目 具体的数値項目 ① ② 総合

１　学系別くくり募集を
導入し、生徒のニーズ
に対応した教育を実践
していますか。

①　自分の学校が好きだと感じている生徒が
８０％以上である。

希望するコースに進めるよう、入学時からアンケートや個人面談等
を実施し、きめ細かい指導を繰り返し行うことにより目標をしっかり
定めて学校生活が送れるようにします。 A B B

②　学系、コースの教育活動 （ボランティア活
動や郊外清掃活動などの奉仕作業を含む）
に対して、主体的に取り組めたと自己評価す
る生徒が８０％以上である。

地域社会の行事に積極的に参加させ、地域とかかわることにより、
課題を見つけ出させ、解決方法を考えさせ、解決に結びつけます。

A B B

③　生徒が学習や研究の成果を発表できる
機会を年１回以上設定し、それらの活動に積
極的に取り組みたいと思う生徒が８0％以上
である。

学習成果発表会を全校で実施し、かつ、校外の発表会などにも積
極的に参加させ、生徒のプレゼンテーション能力やコミュニケー
ション能力を高めるよう支援します。 A A

３　主体的な進路選択
を実施するために、進
路セミナーや職場見学
を積極的に取り入れて
いますか。

④　進路セミナーや企業又は上級学校の見
学を実施し、進路意識が高まったと感じる生
徒が８０％以上である。

企業見学や学校見学を有効なものとするために、見学のための事
前指導を行い、見学のポイントやワークシートなどを提供します。
また、外部講師による進路セミナー等を実施し、進路意識の高揚
を図ります。

A A A

４  地元企業や地域と
連携し学校外実習や体
験学習を積極的に実施
していますか。

⑤　利根実版デュアルシステムや、長期就業
体験、小中学校との交流活動・出前授業など
に満足感を持つ生徒が８０％以上である。

地域との連携を図り企業実習や農家実習を行います。また、地域
の幼小中学校や特別支援学校等と交流を深め、徳育教育への取
り組みや言語活動を意図的・計画的に取り入れていきます。 A A A

⑥　授業が理解でき、学習に対する満足感・
達成感を持つ生徒が８０％以上である。

多くの普通科目において、習熟度別学習、少人数学習、選択学習
を導入し、生徒一人ひとりに指導の手が入りやすい授業を行いま
す。また、授業展開で生徒が自己有用感や自己肯定感を感じる場
面を多く設定します。

Ａ Ａ A

⑦　日頃より、予習や復習に取り組む生徒が
５０％以上である。

学び直し学習や、学期ごとの基礎学力テストなどの企画・設定など
により、日頃から学習する習慣や態度を養います。 Ａ B B

６　資格取得に積極的
に取り組んでいます
か。

⑧　各種検定や、資格取得に取り組む生徒
が全校生徒の８０％以上である。

検定や資格取得への関心意欲を高め、必須で検定に取り組んだ
り、積極的に受検者を募集し、計画的に補習や補講を行って合格
への支援を行います。

Ａ Ａ B

⑨　問題行動で指導される生徒が前年度比
の５０％以下である。

週１回の学年会議、月１回の生徒指導会議を開催し、生徒の情報
を共有し職員の共通理解を図ったうえで、一人ひとりの生徒に対
応した段階的な指導を実施します。頭髪・服装指導は学年団を中
心に徹底指導します。また、挨拶・身だしなみ・遅刻指導を中心に
毎朝校門指導を実施し、改善が必要な生徒にはその場で指導しま
す｡

Ｂ Ｂ Ｂ

⑩　不登校や転学者、退学者が前年比の
５０％以下である。

学習活動や学校行事、部活動等の一層の活性化を図り、生徒が
自己有用感や自己肯定感を感じる場面をより多く設定します。ま
た、特別支援及び教育相談係の会議を定例化し生徒の情報を共
有するとともに、特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰやｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰを中心に問
題を抱えた生徒を支援する体制を強化します。

Ｂ Ｂ Ｂ

８　学校はいじめの防
止や早期発見に向けた
取組みを積極的に行っ
ていますか。

⑪ 　学校は、いじめの防止や早期発見に向
けた取り組みを積極的に行っていると認識し
ている生徒が８０％以上である。

面談や学校生活に関するアンケートから、いじめの早期発見に向
けて組織的に取組みます。

Ａ Ａ Ａ

９　生徒は規則正しい
学校生活を送っていま
すか｡

⑫　１カ年皆勤者が生徒数の４０％以上であ
る。

家庭との連携を密にし、基本的生活習慣の確立を図ることで欠
席、遅刻、早退を減少させます。 Ａ Ａ Ａ

10　生徒の健康状態に
対する適切な指導を
行っていますか。

⑬  治療勧告を受けた生徒のうち、早期に専
門医による治療や検査を受ける生徒が５０％
以上である。

各種検診の終了後、速やかに保護者あてに受診のすすめを配布
し、生徒の受診を促します。 Ｂ A Ｂ

11　充実した部活動が
行われていますか。

⑭  部活動に加入している生徒が８０％以上
で、その活動に満足している生徒が８０％以
上である。

掲示板の設置等で部員の増加に努め､週１回｢部活動の日｣を設
け、職員が部活指導しやすい体制づくりに努めます｡ Ｂ A Ｂ

⑮　進路実現に向けて積極的に取り組んで
いる生徒が８０％以上である。

総合的な探究の時間やＨＲ活動を通じ、「自己の在り方・生き方」と
「将来の職業」との関連を幅広く考えさせる機会を設定し進路に対
する意識の高揚を図ります。また、企業等職業人などの外部講師
による進路ガイダンスを開き、進路実現に向けての心構えを育成
します。

A A A

⑯  就職希望者の９０％以上が年末までに採
用内定する。進学希望者については、十分な
学校研究を行わせ、出願した大学等に全員
合格する。

５月に教職員による企業等訪問を実施し情報を収集します。大学・
看護系進学希望者には進学対策の補講を実施します。

A A

⑰  学校からの進路に関する配布物に目を
通している保護者が８０％以上である。

保護者会などで適切な資料を配付します。また、進路に関して関
心のあることをアンケートで調査して提供資料に反映させます。 B B B

⑱  進路の手引きや進路だよりの情報に、生
徒・保護者の８０％以上が満足している。

就職や進学の最新の状況、学校での進路行事の様子などを進路
だよりとして提供します。 B B B

14  家庭、地域社会に
積極的に情報発信をし
ていますか。

⑲　学校行事（ＰＴＡ総会、学年別保護者会、
学習成果発表会、学校公開）に積極的に参
加する保護者が６０％以上である。

ＰＴＡ総会や学校公開などの学校行事を休日に実施するなど、保
護者が参加しやすい環境を整えます。 A A A

15　家庭、地域社会に
貢献できる活動をして
いますか。

⑳　学校の施設開放や、地域ボランティア活
動に、生徒・保護者の８０％以上が満足して
いる。

ﾌｧｰﾑﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ・地域ボランティア活動・地域交流・もの作り貢献な
どコースの特徴を考えた活動を実施します。 A A A

Ⅲ  生徒の
充実した学
校生活につ
いて適切な
指導をしてい
ますか。

　いじめについては、冷やかしやからかいを見
過ごさないことが大切です。それら小さいことで
も把握していることが大事であり、その把握に
尽力しているところが本校の素晴らしいところ
です。また、あいさつがすばらしくと感じていま
す。特に野球部の生徒のあいさつがとても良く
気持ちが良いです。一方で学校周辺で身だし
なみを整えないで下校している生徒を見かけま
す。地域に根ざした利根実業高校としては一層
の規範意識の向上を図るよう指導をお願いし
ます。

　本年度も「あいさつ、清掃、整理整頓、身
だしなみ、時間厳守」を生活目標に継続的
な指導を行いました。多くの先生方の協力
により、問題行動件数は昨年度同様とな
り、生徒は落ち着いた状況であります。
　特別支援教育や教育相談に関しては、
確実に充実してきています。「不登校等対
策委員会」をはじめとした情報交換を大切
にし、早期の対応を徹底しています。
　学校全体として多くの部活動を活発にす
る必要性を感じています。しかし、一部の
部活動に頼っている様子も窺われることが
現状と思われます。

７　組織的・継続的な生
徒指導を行っています
か。

改　善　状　況　の　ま　と　め 学　校　関　係　者　評　価
羅　　　　針　　　　盤

方　　　　策 次　年　度　の　課　題
達　成　度

　進学実績も出てきたので、利根実は就職・進
学とも幅広く対応できる高校であることを、積極
的にアピールしてください。進路実績が上がる
と、学業が必要になってくるが、学業と部活動と
の両立が心配です。

　アクティブラーニングについての職員研修を
重ね、職員にも定着してきた。授業で積極的に
取り入れる職員も増えてきた。
　授業以外の学習の時間が非常に少ないこと
が近年の課題であったが、来年度からは年3回
行っている基礎力診断テストの結果をもとに特
に学力の低い生徒に対しては、サポート体制を
とって学習意欲の向上を目指していきたい。

　引き続き生徒が地域貢献や資格取得、研究
発表などに、生徒自身の頑張りが評価される
ような取り組みを取り入れていきます。今後も、
様々な教育活動の趣旨をきちんと説明して取り
組み、自分の学びとして受け止めて成長できる
ような指導を心がけます。
　この時期の生徒は、進路や友人関係などで
悩む青年期であるため、教育相談係やスクー
ルカウンセラーなども協力して生徒の悩みに関
われるようにしていきます。

　多くの生徒が、自分の専門を生かした地
域貢献や研究を重ねて多くの成果を上げ
ることができ、大きく成長する姿が見られま
した。学習成果発表会では、自分の学びを
まとめ、わかりやすく発表する姿が見られ
ました。また参観している生徒が聴いてい
るだけにならないよう、参観生徒に問いか
けたり等の工夫する発表グループもあり、
聴いている側も考えながら参観することが
できました。
　様々な教育活動の趣旨をきちんと説明し
て取り組み、自分の学びとして受け止めて
成長できるような指導を心がけます。

　地域との連携で出前授業や学習成果発表会
では、生徒が説明や発表を自信をもって行って
おり、自己肯定感が高まっています。非常に良
い取り組みです。
　悩みを抱える生徒が増えてきているようなの
で、担任等は密接に関わっていただきたいと思
います。

　ステップアップサポート事業を中心に、ア
クティブラーニングやICTを活用した授業改
善についての職員研修を重ね、わかりや
すく、生徒が主体的に取り組む授業の工
夫がされ、生徒が積極的に授業に取り組
むようになってきました。また職員同士で
授業研究を行うことで、授業の質の向上を
図っている。一方で、家庭学習については
まだ十分とは言えない点が課題です。

Ⅰ  特色ある
学校づくりに
努めていま
すか。

２　生徒の主体的な学
びを引き出す特色ある
教育活動を行っていま
すか。

Ⅱ  生徒の
意欲的な学
習活動につ
いて適切な
指導をしてい
ますか。

５　基礎・基本の定着を
図る指導が充実してい
ますか。

Ⅴ　開かれ
た学校づくり
に努めてい
ますか。

　保護者の参加はPTA総会の全体会よりクラ
スの会合を優先する傾向にあります。全体会
の改善と同時に生徒の取組みをアピールし、
全体的な参加率を上げていきます｡また、
ファームフェスティバルや地域貢献活動につい
てもさらに改善してまいります｡

　第2回保護者アンケート結果から、PTA総
会や保護者会などの参加に関する意識度
は高く、最終的には、94.4％と高い数値を
示しています。また、ファームフェスティバ
ルや地域貢献活動は保護者に周知されて
おり、その評価も高いものがあります。

　100周年記念式典に出席した際、生徒が校歌
を大きい声で歌っていて非常に良かったと思い
ます。

　３年生は、進路実現に向けて積極的に取
り組む姿勢が見られました。求人状況も継
続して良く、就職希望者は早い段階で内定
しました。
　公務員は8名の内定(自衛官3名含む）で
あり、内、地元市町村への内定を連続して
得ることが出来ました。又、今年度は大学
進学希望者は減少したが、次年度より導
入される「大学入学共通テスト」の動向な
どに注視します。
　１・２年生も進路への関心が高く感じら
れ、各種進路セミナーへの取り組みなども
良い状況です。

　就職（民間・公務員）や進学（大学・短大・専
門学校）等の多様な進路が実現できる学校に
なってきています。　進路についても、充実して
いると感じました。就職先では地元採用も多く、
地域に根ざした学校になっている感じます。学
習活動、校外活動、資格指導、部活動などを通
じ生徒の進路実現につなげて欲しいです。

　３年間を通した体系的で計画的な指導を行え
ていますが、学年ごとの生徒の特性や傾向に
合わせ、より具体的な進路決定が、より早く出
来るように、１・２年生の進路ガイダンス等を計
画、運営していきます。
　新たに運用が始まる「キャリア・パスポート」に
ついては、関係者と協議しながら進めていきま
す。
　保護者への進路情報も、より多く届くように発
信方法などの工夫を図っていきます。特に、大
学入学共通テストの情報をはじめ進学費用
や、就職における運転免許取得等の費用面に
ついても継続して情報発信をして行きます。ま
た、その結果として家庭での進路の話し合いが
活発になり、面談等が充実することを期待しま
す。

Ⅳ  生徒の
主体的な進
路選択につ
いて適切な
指導をしてい
ますか。

12　３カ年を通して系統
的で計画的な指導を行
い、生徒の希望に則し
た進路実現が出来まし
たか。

13　適切な進路情報を
提供していますか。

　各系、科、コースの特色を活かし、生徒が主
体的に活動できる授業づくりをめざし、校内技
術検定の導入や資格取得補習等の実施等を
効率化を進めてきました。また、農業系と工業
系の連携から、それぞれ専門性が一層高めら
れる協力体制が構築され、各種大会や資格取
得等に大きな成果を上げることができました。
来年度も、更に企業と地域との連携を強めてい
ける取り組みを実施し、生徒の社会性や人間
性を磨き、進路意識を高めていきます。
　地域周辺の店舗には定期的に訪問し様子を
伺っており、生徒へのマナー指導を行っていま
す。また、全校集会等で生徒に注意を促した
り、地域の信頼を損ねないように指導していま
す。今後も、外部の方からの連絡に感謝し、生
徒達が地域の方々に信頼されるよう適切な指
導を行います。


